
先月発足した「彦根・愛知・犬上 高校を守る会」が行動を開始しました。

10月11日(土)には、彦根駅前の平和堂入口前で６人が署名活動(年金者組合、

全教など)。多くの人が立ち止まって署名します。引き返して署名する人もいま

す。１時間あまりの間に109筆が集まりました。「他の署名と反応が違う。振り

向いてくれる」「嘉田さんがそんなことするのと言う人がいた」など、手応えの

ある署名行動でした。

翌12日、午後１時から６人で銀座の平和堂前で署名を始めました。この日は、

高教組から３人が参加。ところが人通りがまばら、銀座通りは文字通り「シャッ

ター通り」でした。急きょ場所を駅前に変更。署名76筆が集まりました。

16日には、琵琶湖沿岸の「カインズ」に９人が集合し、その回りの住宅に署名

に入り、102筆を集めました。引き続き、23日にはフタバヤ周辺､30日にはバロー

ズ周辺で行動する計画です。

「会」は、高校の校門前でチラシを

配布。配布場所は、12日が彦根東高

(２人)、14日が彦根翔陽高(７人)、15

日愛知高(４人)、18日が河瀬(４人)で

した。彦根東では、１人で歩いてくる

生徒は比較的受けとります。塊になっ

て登校する集団は、先頭が受けとれば

後も受けとりますが、先頭が受けとら

ないと、後もなかなか受けとりません。

ビラの方を見て手を出そうとするので

すが、隣の様子を見て手を引っ込めま

す。翔陽高校の前で「翔陽も統廃合の

対象に入っているよ」と話すと、「朝からそんな暗いこと言わんといてよ」と女

子高生、回りは爆笑でした。「学校の中で話題になっているか」と聞くと、「少

しなっている」と男子高生。学内でも話題になり始めているようです。愛知高の

生徒は、自転車通学の生徒を含めてほぼ全員が受けとりました。ビラを眺めなが

ら「この署名もう書いたわ」と、ある男子高生。

湖南市でも運動が始まりました。18日朝７時半から石部駅前で、14人が署名と

チラシの配布。党派を超えて議員・元議員が７人、高教組２人、全教２人、地域

住民３人の計14人でした。甲南、信楽、野洲、水口、栗東、石部の生徒がこの駅

を利用しています。駅の構内で多くの生徒がビラを見ながら「ボクんとこも危な

いんか」などの会話が。「石部も対象だ」と話すと、石部高生は「えっ、うっそ

う。そんなあほな。卒業できんかったらどうしよう」(卒業はできると説明した)

とビックリしていました。「もっと署名を集めめな」とチラシを持っていく生徒

もいました。

タクシーの運転手が「石部がホンマに危な

いんか」と質問するので、詳しく説明すると、

快く署名に応じました。半分くらいの高校生

がチラシを受けとり、駅の構内や路上で読ん

でいました。高校生が統廃合について知るい

い機会になりました。
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